
地球温暖化対策に積極的に取り組み、
大切な地球を未来の子どもたちへ引き継ぎます4V
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　組合員と一緒に取り組むエシカルチャレンジ活動は、2021年
に始まり4年目になりました。2024年度も６月は用紙配布、10
月はWeb企画に取り組み、延べ6,588人の参加がありました。
Web企画は内容を変えながら4週間取り組み、昨年の1.5倍の
参加がありました。1カ月間通して環境について組合員と一緒
に考える機会となりました。

SDGsエシカルチャレンジ 組合員との取り組み

　農林水産省の食品ロス削減事業に参加し、売り場で「てまえどり」などを呼び掛け、食品廃
棄物の削減とリサイクルの推進に取り組んでいます。やむを得ず発生した期限切れ商品や食
品残さは回収し、堆肥化・バイオガス化（発電に使用）などで利活用することにより、食品廃棄
物の総量を削減しています。2030年までに、2020年比50％削減をめざします。

循環型社会の実現をめざして　お店の取り組み

食品ロスと食品残さ
　食品ロスとは、売れ残りや期限切れなどの理由で本来食べられるのに捨てられてしまう食品
を指します。一方で食品残さとは、生産・収穫・輸送・製造・加工・包装の過程で出る食品廃棄物
のことです。

リサイクルしたPETボトルは、商品の
軟包材として活用されます。

対象商品には下のマークが
掲載されます。

2024年度6588人参加人数
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「てまえどり」のお願い

エシカルなコープ商品

●リーチインケース導入で省エネの推進
リーチインケース（開閉扉のある
冷蔵・冷凍用のクローズ型ショー
ケース）は、冷気が扉で遮断され
るため、少ない消費電力で庫内温
度を一定に保つことができます。
各店で順次導入しています。

●お店のリサイクル回収
牛乳パック、たまごパック、発泡
トレー、アルミ缶、PETボトルを
回収しています。組合員の協力
により、異物混入の少ないリサ
イクル資源の回収がすすんでい
ます。

　宅配や店舗で回収した紙類（商品案内・牛乳パック）、プラスチック系再生
資源（内袋・たまごパックなど）、PETボトルの異物除去や圧縮処理などの中
間処理を行っています。エコセンターでは、コープあいちの特例子会社であ
る㈱ハートコープあいちの障がいのある方10人が個性と意欲を生かし、仲
間たちと助け合いながら働いています。デジタル化がすすむ中で、2024年
は商品案内・OCR注文用紙の回収量が前年から2％以上減少しています。現
在7割の回収率をさらに高めることが課題です。

エコセンターで資源を生かす取り組み

エコセンターでの作業の様子

　容器リサイクルを目的とした店頭でのPETボトルの回収も2年目と
なります。2024年度は、新たに約70品目の商品の包材に生まれ変わっ
ています。また、森づくり対象商品の、恩納村のもずくの容器包装を
見直し、プラスチック削減の取り組みを広げていきます。

回収PETボトルを商品パッケージにリサイクル

33t 2024年12月回収したPETボトル

世界の森林保全貢
献につながると認
められた木材製品
につけられる認証
マーク。

FSCⓇ認証

漁獲量や漁法・漁
の時期、生態系な
どに配慮した漁
業でとられている
と認められた水
産製品につけら
れる認証ラベル。

MSC認証

農園の家族、野生
生物、環境に利益
をもたらす方法で
栽培されたことを
意味するマーク。

レインフォレスト・
アライアンス認証

一定の基準で農薬
や化学肥料を使用
しないでつくられた
農産物とその製品
につけられるマーク。

有機JAS認証

●宅配および店頭回収品 ●事業所で排出した廃棄物のリサイクル
発泡スチロール廃プラスチック野菜くずなど

固形燃料
バイオガス発酵後、
発電燃料に

104
92.9%

71
86.6%

11
68.8%

建材・文具等

前年比
2024年回収量（t）
回収品目 牛乳パック商品案内

トイレットペーパー

ハンガー・
クリアファイル・
建築資材など 自動車の内装部品など 建築資材など 鉄・アルミ製品 容器・繊維製品など

シッパー内袋
商品案内外装 発泡トレーたまごパック 飲料缶 PETボトル

再利用用途

4077.9
96.0%

108.1
96.2％

75.1
98.2%

52.1
101.2%

6.9
86.3%

11
100.0%

42
107.7%

再生紙・商品案内など

事
業
活
動
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
実
績

［ 事業でのCO2排出量（2024年度） ］

2023年度
排出量（t）排出量（t）前年差（t）前年比

2024

コープ宅配事業
店舗事業
福祉事業
本部・生活サービス
コープあいち合計

2021年より「コープあいち環境政
策2030」において温室効果ガス削
減目標を2013年基準年比で40％
削減→46％削減に目標を引き上げ
ました。省エネ機器の導入、再生可
能エネルギーの利用など積極的に
取り組んでいきます。
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●2030年温室効果ガス削減計画


